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ヒアリング日程・評価委員について

資料３－４
地域包括支援センター事業評価ヒアリングについて



◼ヒアリング（４０分間）

①今年度の重点事業計画書兼報告書について各センターから説明（５分）

②事業計画書兼報告書・事業評価表に関する質疑応答。委員からの意見（３５分）

◼ヒアリング後のまとめ（１０分）

①事業計画書兼報告書におけるセンターへのコメントの検討

②事業評価案の確認
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ヒアリング当日の内容について



○包括的・継続的ケアマネジメント支援業務の項目に関連して、

居宅介護支援事業所の支援を行う上で工夫をされていることや大変だと感じることを教え
てください。 

＜主な回答＞

・ケアマネカフェを毎月１回開催している。また、勉強会なども開催し顔を見える関係を心
がけている。 

・ちょっとした相談の段階から同行訪問ができることを周知し、また、地域ケア個別会議を
開催することで課題の解決に繋がることを伝えている。

・ケアマネ自身の高齢化に加え、ケアマネ不足の問題もあり、後任のケアマネを探すのが
厳しい状況。
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ヒアリングでの主な質問について①



〇虐待対応・防止の項目に関連して、 

虐待事案が発生した際、虐待の事実確認から虐待報告書の作成、具体的な支援計画の作成ま
で行っているかと思いますが、こうした虐待対応の一連の流れの中で、時間的に実行するのが難し
いと思う部分はありますか。また、職員間で分担して虐待対応にあたるなど、何か工夫していること
があれば教えてください。 

＜主な回答＞

・虐待事案の相談・通報日から４８時間以内に事実確認しないといけないため、週末の場合は時
間が厳しく、また、関係者からの聞き取りを拒否された場合も期限内の提出が難しい。

・複数体制で虐待ケースに取り組むようにしている。また、被虐待者だけではなく、虐待者にも支援
が必要な場合が多く、適切な関係機関と連携を図って対応を進めるようにしている。 

・虐待報告書を作成するに至るまで、市の担当者も含めて密に連絡をしている。市が虐待かどうか
を判断するに足る情報を用意するのには時間が必要である。
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ヒアリングでの主な質問について②



〇在宅医療・介護連携推進事業の項目に関連して、

市内の医療機関や居宅介護支援事業所とは、どのように関係性の構築をしていますか。          
また、関係性を構築するにあたり、困難だと感じることがあれば教えてください。 

＜連携センターの回答＞

・年に１回、広報誌を配布しながら顔の見える関係性に努めている。

・市内の全てのケアマネと連携を図ることは困難。なにかしらの関係性を築くきっかけがないと連携
を進めるのが困難だと感じている。
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ヒアリングでの主な質問について③
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